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1 はじめに 

SNS( Social Networking Service)の中でもLINE は広く利用され, 2022年9月末時点のLINEの国内月間アクティブユーザ

ーは9300万人以上であり,2022年3月末時点で,日本の人口の約70％が活用している(人気ソーシャルメディアのユーザー

数まとめ (2022年12月版)． Facebook やTwitterなどと併用して利用する者も多い中,利用者の約 40％はLINE のみを利

用していると報告されている（LINE Business Guide）．利用者の年齢層も厚く, 10代から50代の利用率は90%以上となっ

ている(総務省情報通信政策研究所 2022). また,商店やレストランの LINE 公式アカウント登録の普及や,病院での患者呼

び出しシステムとしての利用など, 国内の生活インフラとして幅広く活用されてきている．近年では,LINE音声認識やAI

と連携したLINE 開発などLINE 株式会社と協力した研究も行われている.一方で,LINE を用いたコミュニケーションが青

年の友人関係におよぼす影響を扱った研究（時岡他2017）やLINEスタンプの利用動機に関する量的研究（山﨑他2021）

もある． 

筆者らはこれまで,相互作用において複合的に伝達される意味やイメージをマルチモダリティに注目して分析する視点

（Kress & van Leeuwhen 1996)から,LINEを用いた相互行為を「ビジュアルコミュニケーション」として捉え,その中でも特

にスタンプに注目した質的研究を行ってきた（岡本 2016, 岡本 2020, 岡本・服部 2017;Hattori,Okamoto2017）．雑談での

「のり」や「楽しさ」がスタンプの効果的な配置で表現されていることや,目的を持つ会話でのスタンプ利用がラポートト

ークやレポートトーク（Tannen1990）的な役割を持って,トピックの方向性を示したり人間関係を維持したりしていること

を明らかにした（岡本・服部2020）. 

さて,コロナの影響で対面コミュニケーションが行われにくくなった時に,人々はどのような感情を持ち, それをどう表

現するのだろうか.本発表では,コロナ禍における LINE コミュニケーションはどのようなものか,スタンプの利用がコミュ

ニケーション上どのような役割を持ち,利用者のどのような気持ちを反映しているのかについて,特に若者の意識をアンケ

ート結果から明らかにすることを目的とする． 

2 問題提起 

先述の２種類の調査から,以下の２つのリサーチ・クエッション（以下RQと記す）を設定し,データの分析を行った. 
RQ1：コロナ禍においてLINE使用にどのような変化が生じたか                        

RQ2：コロナ禍においてLINEのスタンプ使用にどのような変化が生じたか. 

3 本研究の方法 

3.1 データ収集 

 データは関東と関西の 2 大学における基礎科目および専門科目を受講する学生を対象にアンケートにより収集し

た.コロナ禍のLINEに関するデータ収集の時期および方法は以下のとおりである. 

 時期：2021年1月～2022年9月 

対象者数：427名（A大学： 256人；B大学：171人） 

方法： 各教科の授業課題としてMoodleやGoogle Formに回答を提出できるよう設定 

3.2 データ分析 

まず,(1)LINE 使用に関する変化と,(2)LINE スタンプに関する変化に分けて整理した.それらのデータを Nvivo

（NVivo11 Plus）に入力し,クエリ頻出語検索を,完全一致,類義語を含む語,一般的な意味を含む語,の３側面からを行っ
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た.次にそれら各々の上位 35 位の単語の中からすべてに表れた意味を成す動詞と名詞を抽出した.それらのキーワー

ドを基に概念ノードを作成してコーディングを行い,アンケートへの記述文を参照しながら整理・分類してカテゴリ

ー化を試み分析した.なお,LINE 以外のツールに関しても尋ねたが,データ整理の際にはそれらの情報を削除した.また

「変化なし」および「コロナ以前からスタンプを使用していない」という回答は扱わないことにした(これらを除い

た有効回答数は,LINE 使用に関しては 57％,LINE スタンプ使用に関しては 60％であった),Nvivo は,Grounded Theory 

Approach（以下GTA）に基づき,データ分析を容易にする質的分析支援のための解析ソフトである.アンケートの回答

をコーディングし,調査対象である学生の意識や意見の傾向を読み取る作業を伴う分析であるため,本研究に適すると

考えた． 

また,収集したアンケートで尋ねた,LINE 利用および LINE のスタンプ利用一般に関する設問や,LINE スタンプを

使用しない理由に対する回答についても整理し比較資料とした． 

4 結果と考察 

4.1 LINEの使用について 

「SNS をどう使い分けていますか？それぞれ 1 日,何時間,使いますか？誰に向けて？」という設問に対する LINE

に関する回答をまとめると以下のようになる． 

表1．LINE使用の相手・使用時間・目的 

相手（誰に向けて） 使用時間 目的（何のために） 

親,友だち 5分 連絡するため/LINE は連絡したいことが無ければほとんど

使わないので使用時間が少ない( 

家族や親しい友だち 20分  

家族,友人,バイト先の関係者,大学ゼミの教授など 30分前後 友達との会話やバイトのシフトの連絡など 

家族と友だち 54分 スタンプを使って返信するのは便利． 

家族,友だち,部活動のグループ,バイト先のオーナー,

部活動の友達,親友 

1時間 シフトの調整,タイムリーな話を即座にしたかったから.以

上は細かいやりとり短期間で多頻度の連絡になるが,親友

とのやりとりはただの会話をするためであり,長期間で小

頻度のたわいもないやり取りになることが多い 

バイト,家族の連絡,友達,会話,部活 2時間 細かなことから重要なことまでの連絡を取るため,身近に

コミュニケーションを取るため 

友だち,家族 3時間 連絡を取るため 

友だち,先生,先輩,家族 4・5時間 友だちと連絡を取るため 

友だち,先生,先輩,家族 7時間  

 

紙幅の関係で他のSNSの全ては紹介できないが,総じてLINE以外(You Tube, Twitter, Instagram, Facebook, TikTok)のツール

では,他者の投稿や動画見て楽しんだり情報を得たりする「暇つぶし」のために,主に友だちや先輩・後輩,不特定多数の

人々や自分に向けて使用しているようである． 

4.2 コロナ禍のLINE使用 

大学生たちはコロナ禍における LINE 使用について,どのように考えているのだろうか.アンケートでは「コロナ禍

において,LINEを用いたコミュニケーションにどんな変化がありましたか.具体的に書いてください.」という質問をし

た．回答中の頻出語彙上位35位の中から「増える」「変わる」「コミュニケーション」「コロナ」「会える」「変わる」

というキーワードをもとに抽出したカテゴリーと内容は以下のとおりである.. 

（1) 使用回数の増加 

LINE を用いて行われることが増加したものには,約束・電話回数・授業に関する情報交換;気遣う気持ち;

家族とのやりとり;コロナの話題,グループ通話に関わるものなど． 

（2) コミュニケーションの内容 

授業内容の確認や説明・課題の相談;声が聞きたい・人と話す機会が少なくなったため;友人との電話やビ

デオ通話・グループ通話を用いた交流.不特定多数の人との情報交換;ささいなことの不安共有など． 

（3) コロナの話題 

家族との安否確認・体調報告やコロナ状況の情報交換;感染者数について;友人の身体を気遣うメッセージ

と,それに伴う新しいスタンプの使い方など． 
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4.3 LINEのスタンプの使用について 

大学生のLINE スタンプの一般的な利用に関する意識調査のために「LINE のスタンプの利用方法について教えて

ください.」と尋ねて得た回答例は以下のとおりである． 

表2．LINEスタンプ使用の相手・利用方法 

相手 スタンプの利用方法 

友だちやアルバイトなど(仕事)以外 「送る文がなくなった時,返事が面倒くさい時」に加え,「嬉しい気持ちや驚いたときの

気持ちなど,感情を思いっきり伝えたい時,会話の雰囲気を明るくしたい時」など「気持

ちが和む」ように利用するという回答を得た． 

アルバイト関係者 「会話に終止符を打つ」場合だけではなく,「予定の確認, シフト提出」など連絡時に

用いられていた．彼女や親しい人には「言葉じゃつたえられな表現をするため,文章だ

けだと堅い時に和らげるため」 

家族や親 「大事な連絡事,お願いをする時,感謝を伝えたいけど恥ずかしくて言えない時」などが

挙げられた．  

一般(特に相手を特定しない) 省略したい」場合や「自分のスタンプの自慢」「文字や絵文字などの小さい文章だけ

だと何となく視覚も頭も飽きてしまう気がする」や,「表情が伝わらない時,メッセージ

が冷たい印象になってしまったなと思った時,既読スルーだと申し訳ないから,楽しく

会話をしてますよーということを相手に伝えるため,チャット画面を盛り上げるため,

文字や絵文字などの小さい文章だけだと何となく視覚も頭も飽きてしまう気がする」 

   

では,具体的なスタンプ利用に関する学生の回答にはどのように表れているのだろうか,以下に紹介する． 

4.4 コロナ禍のLINEスタンプ使用 

「コロナ渦で LINE スタンプを用いたコミュニケーションについて,何か変容がありましたか.具体的に書いてくだ

さい.」という設問に対する回答中の頻出語彙上位35位の中から「コミュニケーション」「変わる」「LINE/ライン」「伝

える」「終わる」というキーワードをもとに抽出したカテゴリーと内容は以下のとおりである. 

（1) 使用頻度の増加と新しいスタンプの追加 

LINE会話をする友だち増加に伴う親密化の表現・相乗効果としての回数増加;スタンプのみの会話の増加;

名前入り・手洗いやマスクのキャラクターなどの有料スタンプの購入;多様な無料スタンプ・実用性がある

スタンプ追加；直接会えない友だちへのプレゼント;面白いスタンプの追加;ワクチン接種の呼びかけ. 

（2) 表現方法の工夫 

LINEでの会話の増加に伴い,文字付きのスタンプ・文と一緒に遅れるスタンプ・セリフを変更できるスタ

ンプ使用も増加;感情をキャラクターと文字で表現できる;親しくない人との会話での敬語スタンプ使用;話

を終わらせるだけではなく会話継続のためのスタンプ利用への変化． 

（3) 感情表現 

明るいスタンプを用いた雰囲気・気分の高上;相手にかまってほしい時や言葉で伝えにくい親しみの表現;

感情伝達のためのアクセント;くすっと笑ってしまうようなスタンプでの会話の盛り上げ;「元気」「疲れた」

「会いたい」「寂しい」「stay home」「乗り切ろう」などの自粛期間中の表現． 

（4) スタンプ使用の減少 

直接会話の減少により,スタンプ使用を減らしてできるだけ会話をするようにする;話す内容の増加に伴う

スタンプ使用の減少;外出が減り夕食の有無を親に伝える必要がなくなった． 

 

加藤（2017）が大学生を対象に行った自由記述式回答では,LINE 使用の場面は，家族や親類には「便利さ」を重視する

が，友人や恋人には「楽しさ」や様々な「感情表現」を表すためにスタンプを利用するという結果が報告されている．ま

た, 山崎他(2021)が行った因子分析からは「雰囲気づくり」，「感情表現」，「注目誘引」，「個性表現」，「沈黙回避」の５つ

の利用動機が提示されている.これまでの筆者らの研究からも,LINEスタンプは雑談の中で「楽しさ」や「のり」を示し仲

間意識を強化する機能が見いだされた.また目的がある会話では,パラ言語や感情表,関係性維持のために行う緩和

（mitigation）の機能およびラポートトーク表示のツールとしてLINEスタンプが用いられることがわかった.一方で,目的達

成のために会話を終了させたり進めたりするレポートトーク表示のツールとしてスタンプが機能していた. 

今回のアンケート結果からも同様の傾向は表れていた．しかし, 他者との繋がりを通した「楽しさ」や「のり」を手軽

に共有することは, LINE以外の InstagramやTwitterでも可能になってきた.コロナ禍のSNS利用の増加に伴い,非対面での
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コミュニケーションでの雑談が重要かつ必須となったためである.実際に,LINE をあまり使わない理由として「Twitter や

Instagramでも代わりができる」「返信するのがめんどう」だという回答もあった．さらに,LINEは「連絡ツールになった」

「用事の話だけに使う」「暇つぶしにならない」ものだと答え,LINEは「バイトのためだけ」用い「本当に親しい人としか

連絡を取りたくない」という意識が示された．これらは先行研究とは異なるコロナ禍に特徴的なLINE使用である． 

以上をもとに,２つのリサーチ・クエッションの答えをまとめる. コロナ禍におけるLINE使用の変化については,使用回

数,電話やビデオ利用の頻度が増加した. .内容はコロナ禍での友達づくりや他者との繋がり,コロナ禍の不安共有・共感の構

築を意識して使用されていた．さらに,遠隔授業で必要な情報交換やグループ内の連絡,授業内容の確認や課題の相談が行

われていた..体調報告や家族の安否確認,感染者数の確認,相手を気遣うメッセージやスタンプなどのやり取りも加わった． 

LINE のスタンプは, 従来どおり感情表現伝達のために使用されていたが, 宅時間の増加に伴い顔が見えない独り暮ら

しの孤独感や相手への思いやりの感情を示すものとして重要な役割を果たしていた.相手との関係性を強めたり深めたり

励ましたりするため、前向きな感情や明るい雰囲気のメッセージ,文字やセリフ付きのスタンプが多用され．新しいスタン

プを購入する者も増えた．また会話終了ではなく会話継続を意識して使われていた．反対に,対面の機会が減少したため,

敢えてスタンプを使わずにテキストでコミュニケーションを伝えようとするコロナ禍に特徴的な変化がみられた．  

このように,特にコロナ禍に特徴的な大学生のLINE使用としては,InstagramやTwitterなどのツールと異なり,テキストを

用いた具体的な内容伝達や報告など「楽しさ」「のり」そのものを楽しむよりも目的を持ったコミュニケーションの連絡

ツールとしての利用傾向が強まった点が注目される． 

5 今後にむけて 

今回の調査はアンケートによるものであるため,「変化なし」という回答者の主観によるものを析対象から外した．しか

し,実際のコミュニケーションにおいては変化を見せるかもしれない．今後は,具体的な LINE 画面データを用いて,今回の

結果がどのように実際のコミュニケーションに表出しているのかを分析したい． 
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